
いろんな人と人とのつながり、

ふれあいを 美浜のMと波で

イメージしました。
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会報名「ふれあい」のおもい：心のふれあいによって相手を理解し、思いやりの心が生まれ、新しい美浜をつくっていく。

美浜町人権尊重啓発協議会会報

第66号
発　行：平成30年10月23日
　　　　（年3回発行）

編　集：人 権 協 広 報 部 会

連絡先：美浜町生涯学習課
ＴＥＬ 3 2- 1 2 1 2
ＦＡＸ 3 2- 1 2 2 2

E-mail: jinkenkyo@town.fukui-mihama.lg.jp

7月28日（土）第3回町民人権講座として、映画「湯を沸かすほどの熱い愛」が上映されました。

昼の部と夜の部 合わせて、約350名の方が来場されました。

家族や関わった周りの人のために自分ができることを命ある限り精いっぱいやり遂げ、どんな

人に対しても大きな愛情で抱きしめ救っていく、双
ふた

葉
ば

の生き様はとてもかっこよく、感銘を受け

ました。家族のあたたかさ、親子の絆の深さ、人との出会いの素晴らしさ、命の尊さ、そして守

りたいものがある人の心の強さに、胸を打たれ涙を流した方もたくさんいらっしゃったことと思

います。双葉のようにどんな環境でもくじけず、たくましく乗り越える強さを持つことは難し

いかもしれませんが、自分の周りの人が幸せになるお手伝いができたら素敵だと思いませんか。 

この機会に、皆さんも家族のため、周りの人のためにできることを何か始めてみませんか。

家族の絆、本当の在り方、命の大切さ、生きる

ということ等、様々なことを考えさせられ、感

動を頂いた素晴らしい映画でした。

一生懸命に生きようと思いました。家族を

大事にしようと思いました。

私自身、14歳の時に母を亡くしています。36歳の若さ

でした。その母の分も長生きしていきたいです。

一緒に時間を過ごすことがいかに大切か分かりました。良い日も悪い日も、良いことも悪いこともすべて受け入れて日々生きていくのが家族だと思いました。家族とは何であるかわかった気がします。

湯を沸かすほどの熱い愛

第 ３ 回 町 民 人 権 講 座
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28

sat.
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認知症高齢者数は約462万人、65歳以上の7人に1人が発症

しており、認知症は「身近な病気」であることがわかります。

認知症には約 100 種類の病気がありますが、中でも 7 割近くが

アルツハイマー型認知症と言われており、昔のことはよく覚え

ているが最近のことを忘れ、運動障害がないのが特徴です。ま

た、認知症は 20 年から 30 年かけてゆっくり進行する穏やかな

病気です。だからこそ早期発見・早期治療が重要となります。

認知症の一歩手前のМCI（軽度認知障害）と呼ばれる認知症

予備群は約400万人いると言われていますが、この段階での検

診と予防が大きなカギを握ります。予防には何よりコミュニケー

ションやバランスの取れた食事、運動習慣が有効とされており、

鳥取県琴平町の取り組みを紹介してくださいました。その他にも俳句や短歌といった創造的な活動や日記を

書く、日頃使わない神経を使う、利き腕と逆の手を使うなどが効果的なようです。

一方、国においては2015年に新オレンジプランが作成され、その中に認知症の当事者の

視点を重視した文言が新たに掲げられました。今までの認知症施策は、ともすれば認知

症の人を支える側の視点に偏りがちでしたが、認知症の人の意思が尊重され、できる

限り住み慣れた地域の良い環境の中で自分らしく安心して暮らし続けることができる

ように取り組んでいくことが望まれます。本人の気持ちを聞く、一人の人間として尊

重し本人視点のケアをしていく、このような家族や周囲の対応次第で患者の症状は良

くも悪くもなるのかもしれません。

認知症の人に「忘れないでちゃんと覚えておいて。」といっても無理な話です。やさし

い言葉、声かけで安心感を与えてあげることが大切です。「忘れても良いよ。私たちが覚えて

おいてあげるから。」こんなあたたかい世の中になってほしいものです。

認知症への正しい理解と
効果的な予防

第4回町民人権講座（9/15）

鳥取大学医学部教授　浦
う ら

上
か み

 克
か つ

哉
や

さん

「認知症の人は、忘れてはいけないことを忘れて困っている」
という言葉にはっとされました。好きで認知症になってい
るわけではないので、そこにどれだけ想像力を働かせられ
るのか、気を付けていきたいと思いました。

ピアニスト辻井伸行氏の母ピアニスト辻井伸行氏の母

辻井 いつ子氏

つじ い

才能の見つけ方・伸ばし方
　～明るく、楽しく、あきらめない～13:30～15:50（13:00開場）

12月8日土

80分

40分

高校・大学と音楽科でピアノを専攻。19 歳の時、原因不明の病気で入院。

これが生きる目標を考えるきっかけとなり、退院後に歌の勉強を始める。

ピアノ弾き語りを始めて一年半ほど経った頃、約二週間全く声が出ない状態に。

その後声はでるようになったが、通い始めた手話教室で出会った聾（ろう）の講

師との会話をきっかけに、手話をつけて歌い始め、聴こえる・聴こえないに関

係なく、より多くの方が共に楽しめる場所づくりをめざしています。

世界の第一線で活躍するピアニスト・辻井伸行さん。

彼の目が見えないと知った時、不安や苦悩の中、目が見え

ない我が子の可能性を信じ、「本人が楽しければ私はそ

れをそばで応援したい」と、やりたい気持ちに「ノー」と

言わない。

それが伸行さんの感性につながると考え“伴走者”とし

て明るく前向きに歩んできた子育ての思いをフリーアナ

ウンサーとしての経験を生かし、伝えます。

全席自由
整理券10/17㊌より

配布開始！
入 場 無 料
※入場整理券が必要です。

整理券のお求めは、なびあす・各公民館
（山東・耳・南西郷・北西郷）まで
※1回でのお渡しは、お一人4枚までとさせていただきます。

なびあす
美浜町

生涯学習センター  

認知症の正しい理解の必要性を改めて感じました。認知症

ということで人権が尊重されないということがないように、

安心して暮らせる地域づくりをしていくことが大切である

ことに加え、認知症の予防ができる地域づくりをしていく

ことも重要であることが分かりました。
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『障害者差別解消法』（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）

　障がいの有無によって差別することなく、お互いに尊重し合いながら、共に生きることのできる

社会の実現を目指しています。

『ヘイトスピーチ解消法』（日本に居住している外国出身者に対する　　　　　　不当な差別言動の解消に取り組む法律）

　日本に住む外国出身者やその子孫に対する、心ない差別発言をすることがなくなることを目指し

ています。

『部落差別解消法』（部落差別の解消の推進に関する法律）

　今もなお、部落差別があることをふまえ、「部落差別はゆるされないもの」という認識のもと、

部落差別のない社会の実現を目指しています。

この記事を読んでいただいている皆さんはいかがですか?

人権三法は差別を解消するために、平成28年に施行された比較的新しい法律です。

　作品公募・意識調査部会では、「人権三法」に関してのアンケートを行っています。

今年度の第1回〜第3回町民人権講座の参加者の皆さんにご協力を頂いた、集計結果を紹介します。

障害者差別解消法

ヘイトスピーチ解消法

部落差別解消法

0 20 40 60 80 100（%）

聞いたことがある

法律を見たことがある

知らない

by作品公募・意識調査部会

ご存じですか?
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先日、学校で祖父母行事が行われました。終わり

のあいさつ以外あまり用のない私は、今年もカメラ

マンを頼まれ、快く引き受けました。娘にちょっと

いいデジカメを借り、望遠レンズをつけ、あまり気

づかれない距離でシャッターチャンスをうかがいま

す。半ば盗撮まがいですが、そこで切り取られた祖

父母と孫の表情は、全く屈託のない、お互い安心し

きった明るい笑顔ばかりでした。素敵な写真が撮れ

たのは、カメラがいいわけでもカメラマンがいいわ

けでもありません。二人の笑顔とその裏側にある愛

情・信頼関係のおかげです。

「見た目問題」を知っていますか?  顔などにアザ

があったり、病気などによる傷や変形、脱毛など見

た目に特徴的な症状をもつ人たちがぶつかる差別や

偏見などのことを言います。ある研修会で、生まれ

つき体の色素が少ないアルビノの方に出会いまし

た。肌や髪が真っ白の女性を見たとき、少なからず

「偏見」をもった自分に気づきました。見た目で声

をかけづらくなった経験はありませんか?  その方

が言っていたのは、「見た目で決めずに声をかけて

ほしい」ということでした。

人権協のテーマの一つは「ふれあい」です。SNS

も「ふれあい」の一つの形かもしれませんが、お互

い顔と顔をつきあわせたり、声と声で語り合う「ふ

れあい」を大切にしていきたいものです。　（西）

◆ボランティアを辞典で引いて訳を見てみると「社会事業のために無料で奉仕をする人たち」とありました。地震や大雨、台風などで
災害がたくさんあります。ボランティアをする人はいつもテレビで見ていて、偉い人、尊敬する人。私は見ていて涙が出ます。（Kさん）

◆子育てをしておりなかなか講演会に参加したりはできないので、いつも楽しく見ています。佐久間レイさんの記事、とても優しく素
敵でした。全員違うが同じ命って当たり前だけど、なかなかそうはいかない世の中ですよね。一人ひとりがこの当たり前を意識しなく
てはなりませんね。見出しのフォントや色が今までと雰囲気かわったような…。親しみやすくて今回の感じすごくすきです。（Kさん）

◆カラー刷りで見やすくて良いです。7月28日の映画、楽しみにしています。いそがしい日々ですが、映画を通していろいろ考えられ
る機会になればと思っています。（Tさん）

◆相手の気持ちや習慣を受け入れて認め合うことが大切だというジェフバーグランドさんのお話、とても共感できました。皆こういう
心で世の中が平和になって欲しいと思います。（Iさん）

「ふれあい」第65号をお読みになった読者の方より、

おたよりが寄せられましたので紹介します。

■応募方法■（郵送、FAX、E-mailいずれかでお願いします）

●答え・住所・氏名を別紙とじこみ用紙に書いて下記までお送り下さい。
　〒919-1141 美浜町郷市29-3 生涯学習センターなびあす内  人権協事務局
　※FAX（0770-32-1222）E-mail（jinkenkyo@town.fukui-mihama.lg.jp）

●〆切は、平成30年12月25日（火）です。
●正解者の中から抽選で、図書カードをお送りします。
●前号の人権クロスワードの正解は「ボランティア」でした。
　たくさんのご応募、ありがとうございました。今回の当選者は

二反田 静さん　　前田 美保子さん　　石丸 裕子さん

知場 敬恵さん　　黒川 泰至さん

　以上の皆さんです。おめでとうございます!

編 集 後 記

1 6 9 16 18

2 13

10

7 14

3 11 19
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5 12

  1. まぶたを閉じて、またすぐに開くこと

  2. 美浜町は35度36分あたりに位置しています

  4. 中国の首都

  5. ルーシー・モード・モンゴメリが著者の小説「赤毛の○○」

  7. 日本のパスポートの表紙に描かれている花

10. 花を活ける容器

11. 100年をひとまとまりとする表し方

12. 米と具を柔らかく煮た料理

13. 大聖堂が有名なドイツの都市

14. 長崎県が国内生産量1位のオレンジ色の果物

15. 政権を担当する政党のこと

16. 金属製のまるい打楽器

ヨコのカギ

  1. 保温または保冷に用いる容器。○○○瓶

  3. ボウリングで、第2投ですべてのピンを倒すこと

  6.  中国の想像上の動物で、人の悪夢を食うといわれ

ている

  8. 食パンなどに使われている重さの単位

  9. 四角形には2本、五角形には5本あります

13. 微生物などを、拡大して観察する装置

16. アメリカの通貨単位

17. バレーでネットの近くにボールを上げること

18. 天井と鴨居の間の、格子などをはめた所

19. 着替えること

タテのカギ

黄色のわくの中の文字を使ってできる言葉が答えです。

ヒント：みんなで「○○○○○」


